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○外需や海外活力の取込みに向けて、訪日観光、農林水産物輸出、対日直接投資の一体的な推進は大変重要。
これら３分野に一体的に取り組む自治体等への支援とともに、優良な取組事例の横展開も重要。

○また、外国人観光客の多くは日本食や日本酒を求めて日本を訪れるが、これがきっかけとなって現地で日本産の
農林水産物や日本酒の購入に繋がっており、こうした「好循環」をさらに伸ばしていくことが重要。

70.5

24.7

19.2

28.1

46.5

41.7

54.4

20.1

16.6

4.3

1.9

0% 50% 100%

日本食を食べること

日本の酒を飲むこと（日本酒・焼酎等）

旅館に宿泊

温泉入浴

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

ショッピング

美術館・博物館・動植物園・水族館

テーマパーク

スキー・スノーボード

その他スポーツ（ゴルフ等） 出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2018年

＜外国人観光客が訪日前に期待していたこと＞

＜日本の農畜水産物（調整品を含む）＞
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自身が訪日した時に買って／見聞きして良かったから
訪日した家族や知人から貰って／買って／見聞きして良かったから
訪日に関する投稿・記事などによる紹介
訪日に関する番組・特集などによる紹介
その他

＜日本の農林水産物等を購入したきっかけ＞

＜日本の酒類＞

出典：海外アンケート調査に基づき観光庁作成
注１ ：調査時点 2019年(平成31年) 2月

訪日観光の促進による「好循環」の形成

外国人観光客の訪日動機、現地での日本の農林水産物等の購入動機

・海外戦略部門の設置（平成23年）
・「高山市海外戦略ビジョン」の策定
（平成23年度策定、平成27年度改訂）
⇒誘客・物販・交流を一体的に推進

インバウンド
の促進

海外販路の
開拓

多様な国際交流の推進

岐阜県高山市の事例

・情報発信の充実
・受入体制の強化
・魅力ある観光周遊
ルートの形成 など

・事業者の販売
活動への支援
・外国人観光客
への販売環境
の充実 など

・都市間交流の推進 ・異文化に接する機会の提供 など
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＜海外における地酒のＰＲと販路拡大＞

広島県東広島市の事例（酒蔵ツーリズムと地酒輸出）

○広島県東広島市では、西条酒蔵通りを中心に酒蔵ツーリズムを展開。多言語対応や無料Wi-Fｉ整備に加え、
消費税・酒税免税店制度も活用し、インバウンドの促進に取り組んでいる。

○あわせて、地酒の海外向けの販路拡大にも取り組んだ結果、外国人観光客の増加・地酒の輸出増加の双方
で大きな成果を挙げている。

試飲会（フランス）

・東広島市の酒造会社、JETRO広島、
（独）酒類総合研究所等で構成される協議会
（広島県日本酒ブランド化促進協議会）
が中心となり、海外向けの地酒のＰＲと
販路拡大を展開

◯外国人観光客数の推移
（広島県安芸地区（広島市・廿日市市を除く））

→ ４年で3.7倍

出典： 広島県｢観光客数の動向｣より観光庁作成 出典： 国税庁｢清酒製造業者の輸出概況｣より観光庁作成

＜西条酒蔵通りにおけるインバウンド促進の取組＞

駅前案内地図
2016.3～

多言語対応
ボランティアガイド

多言語対応アプリ
2016.4～

消費税・酒税免税店

・無料Wi-Fi

・キャッシュレス対応 等
多言語対応

QRコード付案内板

歴史広場解説看板
2018.1～
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◯清酒輸出数量の推移
（広島県）

→ ３年で1.6倍



○岩手県安比高原スキー場では、中国や台湾の富裕層スキーヤーをターゲットに、外国資本も活用し、リゾートホテ
ルのリノベーションや、中国語対応のインストラクターを大幅に増強。

○こうしたインバウンド投資が奏功し、外国人宿泊者数が大幅に増加。近隣のいわて花巻空港における国際定期便
の新規就航にも繋がるなど、大きな成果を挙げている。

・2016年に、運営会社（岩手ホテルアンドリゾート）が外国資本を受け入れ、
以降、安比高原スキー場において以下の取組を推進

⇒岩手県で初となる国際定期便が就航、現在２路線に拡充
花巻-台北（台湾）：2018年８月１日～（週２便）
花巻-上海浦東（中国）：2019年１月30日～ （週２便）

万人泊

出典：岩手ホテルアンドリゾートへの聞き取りから
観光庁作成

岩手県安比高原スキー場の事例（外国資本の活用）

中国語対応のインストラクターの増強
（ 2016年度 1人→2018年度 18人）
※プライベートレッスンが人気

（１人２時間22,000円）

リゾートホテルのリノベーション（スイートルーム、寿司レストラン、ワインセラーの新設等）

＜外国人観光客の宿泊実績の推移＞
４年で3.1倍に増加

JNTOと連携したプロモーション

0

1

2

3

4

5

6

7

8

2015 2016 2017 2018

中国 台湾 その他

年度

2.3
2.9

6.1

7.1

＜外国資本を活用したインバウンド投資＞

上海便初就航 上海便歓迎セレモニー 3


